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解析によって明らかにした。 2)その花筒岩からジルコンを分離し、 X線マイクロアナライザー (EPMA)
による化学的年代測定を行った。その結果、 18億年(前期原生代後期)という年代を得た。このEPMA年
代値は、同一試料の表面電離型質量分析計による放射性同位体年代値とも調和的であることが確認された。
3) CITZ内の他地域の研究成果をまとめ比較した結果、このような前期原生代後期の火成活動はCITZに
おいて一般的なものであると結論された。 18億年前のコロンピア超大陸の再構築では、インドと北中園、
そしてオーストラリアの配置に関して、様々なモデルが提案されているが、本研究の成果はこれらの議論
において重要な制約条件を与えるものとなった。
以上の結果は、コロンビア超大陸の再構築に関して重要なもので、世界的にも注目される結果であり、
地球科学への貢献が大であるo よって本論文は博士(理学)の学位を授与するのにふさわしいものである
と審査した。
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